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アクタNo.65
ACTA（アクタ）は芥（あくた＝ちり、ご
みのこと）、そして英語のACT（アクト
＝行動する）という意味を含んでいま
す。さあ、あなたもごみの減量に向けて
行動を始めましょう！

海洋汚染など、プラスチックごみの問題は世界的に関心が高まっています
暮らしの中からプラスチックの利用について見直してみませんか？

●プラスチックごみのおはなし
・身近な取り組みからはじめましょう
・プラスチックの出し方
・ペットボトルの出し方
●多摩市オリジナルダンボールコンポスト「ダンボちゃん」で生ごみリサイクル

発行：多摩市環境部
　　　ごみ対策課
　　　☎042-338-6836

プラスチックごみのおはなしプラスチックごみのおはなし
～身近な取り組みからはじめましょう～

B・Ｃ面

●「土壌改良材」市民配布のお知らせ
●エコプラザ多摩改修工事に伴う剪定枝の搬入・土壌改良材の搬出制限について
●スプレー缶などのガス抜き方法
●多摩市のごみ量
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プラスチック製品が
マイクロプラスチックになるまで

　プラスチックは、軽い、丈夫、加工しやすいなどの多くのメリットがあり、日常生活のあらゆる場所で利用されています。
　しかし、ポイ捨てや不法投棄などにより環境中に出てしまった使用済プラスチックはすぐには分解されることなく、河川などから最終的に海に流れ着きます。
　海の環境を汚し、海の生き物がこうした漂流ごみ（マイクロプラスチック等）をエサと間違えて食べてしまうなど、生態系への影響が世界的な問題になっています。

キャップ

ラベル

本体 ペットボトル へ

はずした
キャップと
ラベルは、
プラスチック
有料指定袋へ！

ダンボールコンポスト

多摩市オリジナルダンボールコンポスト「ダンボちゃん」で生ごみリサイクル
『ダンボくらぶ』とは・・・

「ダンボちゃん」で、楽しみながら循環型の
暮らしを楽しむ市民グループです。
生ごみの減量を目指して市と協働で生ごみ
リサイクルの普及に取り組んでいます。
関心のある方は連絡ください
☞ダンボくらぶ　  danboclub@gmail.com
ダンボくらぶの日々の活動は、facebook

検索ダンボくらぶ で発信しています。

 

❶必ずキャップとラベルをはずす
❷中を軽くすすぐ

❸軽くつぶす

●レジ袋や使い捨てプラスチック容器
　などの利用を減らしましょう
●マイバッグやマイボトルなど、繰り返
　し使用できるものを利用しましょう

●近くにごみ箱が無い場合は
　必ず持ち帰りましょう
●持ち帰ったごみは、分別して出しましょう ●「ごみゼロデー」や「市民清掃デー」など

▲ダンボちゃん

私たち一人ひとりが毎日の暮らしの中で
　 プラスチックごみを減らしていくことが重要です

ペットボトルの出し方

生ごみは、土に入れると微生物の力で分解し
消滅していきます。これをダンボールの中で
再現するのがダンボールコンポストです。

≪ダンボちゃん！使い方講習会≫
「ダンボくらぶ」のメンバーが、ダンボちゃんからできる生ごみ堆肥の
使い方などの講習も行います。質問や相談にもお答えします。
お気軽にご参加ください。
〔入門編〕初めて始める方向け
〔フォロー編〕既に取り組んでいる方向け
　８月２９日（木）14：00～15：30（フォロー編）
１１月１７日（日）10：00～11：30（入門編）
　１月２５日（土）10：00～11：30（フォロー編）　
※11/17と1/25の申し込みは、10月のたま広報、ホームページにてご確認ください

きれいなプラスチックは、有料指定袋（透明）に
直接入れて出してください。

有料指定袋に直接入れる！

レジ袋等に入れてか
ら、有料指定袋に入

れる！

※袋が２重になっていると
　機械で破けません

ごみ、資源の出し方は 『ごみ・資源の分別ガイド』『ごみ・資源収集カレンダー』『多摩市ごみ分別アプリ』でご確認ください

●汚れが簡単に落ちないもの ●劣化したもの ●プラスチック以外の材質が混じっているもの

プラスチック有料指定袋に入らないもの
プラスチックの出し方

小さくできる

プラスチック有料指定袋に入れて
プラスチックとして出す

汚れていない大型の発泡スチロールは
「エコプラザ多摩」に

持ち込むことも
できます。

小さくできない

燃やせるごみ有料指定袋40ℓに

入らない

粗大ごみへ

入る

燃やせるごみへ

燃やせるごみへ

プラスチック・ペットボトルの収集量は年々増加しています。集められた
プラスチックやペットボトルは（公財）日本容器包装リサイクル協会など
を通じ国内の再生処理事業者によってプラスチック原材料などに再生
され、さまざまな製品にリサイクルされます。引き続き、適正な分別と
資源化にご理解、ご協力をお願いします。

多摩市のプラスチック・ペットボトル（資源）の収集量

多摩市で収集した容器包装プラスチックは
　　　　　　　すべて適正に処理されています
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ポイ捨てや風で
プラスチック製品が散乱

雨が降ると水路や川へ流れ出て海へ

太陽光・紫外線・波の力などでもろくなり、
壊れて小さくなる

5㎜以下のマイクロプラスチックになり魚などが食べる

⇒

エコミちゃん

使い捨てプラス
チックはなるべく
使わないように
しなきゃね

キャップとラベルは
必ずはずしてくださいエコロくん

まだまだ
キャップや

ラベルがいっぱい
ついているね

≪生ごみリサイクルサロン≫開催します
「ダンボちゃん」の紹介や相談、
ミニ講習会などを行います。
「ダンボちゃん」をやってる方も、
これから始めようと思っている方も！
生ごみ減量から生ごみ堆肥の使い方まで、
幅広い情報交換の場です。
お気軽にお立ち寄りください。
ダンボくらぶのメンバーが
お待ちしてます。
日時　１１月までの第４火曜日　11：00～15：00
　　　 【８月２７日・９月２４日・１０月２２日・１１月２６日】
場所　ベルブ永山３階「はらっぱ」

申込み不要

出入り自由
申込み受付中

●場　所：消費生活センター講座室
　　　 　（ベルブ永山）
●申込み：ごみ対策課
　　　　　☎338-6836 へ
●各回20名程度申込み先着順です
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平成23年度基準値 平成30年度実績値 平成34年度目標値

人口（人）

全体量（t）

24,792

10,311

35,103

家庭系ごみ

事業系ごみ

合計

全体量（t）

23,123

8,266

31,389

一人一日当たりのごみ量（g）

462.0

192.1

654.1

146,637 人口（人） 148,855 人口推計（人） 146,906

減量率

－7.9%

－20.8%

－11.7%

一人一日当たりのごみ量（g）

425.6

152.1

577.7

全体量（t）

22,293

9,271

31,564

減量率

－10.0%

－10.0%

－10.0%

一人一日当たりのごみ量（g）

415.7

172.9

588.6

～ごみ減量目標の　
　達成を目指して～

平成30年度の

多摩市の
ごみ量は？

　多摩市のごみ減量目標のひとつに、平成23年度と比較して、平成25年度から34年度までに毎年1%ずつのごみ
減量（10年間で10%）を掲げています。6年目にあたる30年度の目標は6%の削減です。

日頃の市民のみなさまのご協力に感謝するとともに引き続きご協力をお願いいたします。

結果は11.7%の削減で目標達成です。
家庭系は7.9%の削減で、着実にごみ減量が進展しています。さらに適正な分別と資源化の啓発を
進めてまいります。
事業系は20.8%の削減で、平成28年10月の処理手数料の改定の効果は落ち着いてきましたが、
引き続き清掃工場での搬入物検査、排出事業所への訪問指導などに取り組みます。
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スプレー缶

カセット
ボンベ

ライター

缶を空にする

ボンベ先端の
金属ノズルを
コンクリート等の
硬いものに押し付ける

ガス抜き
キャップで
ガスを
 抜く

缶を振って
「シャカシャカ」と
音がしないことを
  確認する

操作レバーを
押し下げる

輪ゴムや粘着力の強い
テープで操作レバーを
押し下げたまま固定する

着火操作をしても
火がつかなければ
ガス抜き
 完了

押し付ける

キャップ

石・コンクリートなど

スプレー缶などのガス抜き方法

【日時】9月28日（土）・9月29日（日） 両日とも午前9時～正午
【対象】市内在住者・自治会、住宅管理組合
【配布量】土のう袋（約8kg）3袋まで
※配布当日、申込者本人が土壌改良材配布引換券（返信はがき）を持参。
　インターネット手続きの場合は申請完了時にお知らせする到達番号を受付けで提示
※申し込みは1世帯（1団体）で1通。応募者多数の場合は抽選（結果通知は、9月19日（木）発送予定）
※代理受領は不可　

申込方法
①インターネットで…
　８月２０日（火）午前９時から９月９日（月）までに公式ホームページの
　インターネット手続き
　※インターネット手続きの場合、応募後４日以内に受領メールがないときは☎（３３８）６８３６
　　に連絡をお願いします

②往復はがきで…
　９月９日（月）消印有効の往復はがき往信欄裏面に、住所・氏名
　（自治会・住宅管理組合は団体名も記入）・電話番号、返信欄宛名面に
　住所・氏名を記入し、〒２０６－００２４多摩市諏訪６－３－２エコプラザ多摩内
　ごみ対策課「土壌改良材担当」へ。
●こちらから連絡をさせていただく場合がありますので、電話番号は必ず記入してください
●配布する際に使用する土のう袋は再利用できないため、返却は不要です

第1回「土壌改良材」市民配布のお知らせ

配布する土壌改良材の検査機関での放射性セシウム134、137の測定結果９Bｑ/kg　放射性ヨウ素131は不検出(肥
料の放射性セシウム許容値400Bｑ/kg　農林水産省 消費・安全局 農産安全管理課長、平成23年11月1日付23消
安第3838号に基づく検体採取・測定・検査方法による)

◆スプレー缶：（一社）日本エアゾール協会　☎03-5207-9850
◆カセットボンベ：（一社）日本ガス石油機器工業会　☎0120-14-9996
◆ライター：（一社）日本喫煙具協会　☎03-3845-6121

ガスの抜き方が分からない場合の問合せ先　

　エコプラザ多摩草枝プラント改修工事に伴い、
下記の期間は剪定枝の搬入及び市内農家、公
園・道路アダプト団体等の方へ土壌改良材の搬
出ができません。
○搬入（持ち込み）できない期間：
　10月１日（火）～11月20日（水）
○土壌改良材が搬出できない日
　①10月８日（火）～10月18日（金）
　②10月28日（月）～11月20日（水）
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解・ご協力
をお願いいたします。
※今年度第２回目の土壌改良材の市民配布は、
２月下旬～３月上旬に実施する予定です

お知らせ

土壌改良材とは…
　公共施設の剪定枝や、市民の方が自ら剪定して搬入してい
ただいた枝から土壌改良材は作られています。土と混ぜるこ
とにより、保水や酸素不足を解消しゆっくりと土が生き返る
手助けをしてくれるものです。使用する土壌に対して20％程
度入れ、よく混ぜ合わせて使用してください。
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